第２回大阪府国民保護協議会　結果概要
平成17年９月１日(木) 15:00～16:10
ホテルプリムローズ大阪 ２階 鳳凰

■ 議題１　大阪府国民保護計画（概案）について
○　資料２及び３に基づき、大阪府国民保護計画(概案)の案について、事務局より説明。
○　委員意見

・計画を実効性あるものとするため、関係機関と具体的にシミュレーションを行い訓練を実施する必要がある。
・住民の自発的協力が得られるよう、自治会、消防団など、市民レベルで避難誘導にあたる各種団体との協議を行う必要がある。
・情報の伝達・共有化が重要であることから、今の情報システムの機能チェックを行う必要がある。
・今までに経験のない事態において、国民が警報を正確にキャッチすることが重要であることから、一次警報について国がよく検討し、全国共通のシステムをつくるべき。
・マニュアル段階での課題かもしれないが、避難の３つのパターンについて、事態発生の時間帯によっては実施方法が異なってくることから、いろいろなケースをシミュレーションすべき。
・計画の基本的な考え方としては避難手段としてマイカーを除かざるを得ないと思うが、実際問題としてマイカーの利用について検討しておく必要がある。
・天然痘であればワクチンが必要だが、どのくらい確保されているのか、ま　　た、二次被害が起こらないように、どの時点でテロと認定してそれをどう伝達するのかなどについても、府民に情報公開する必要がある。
・英国でもテロ後に、多数の外国人が被害に遭う「ヘイトクライム」が起こった。こうしたことが起こらないよう配慮すべき。
・計画の保護対象を明記しているが、「国民」という表現の箇所は「府民等」　　　とできないか。

・ＮＢＣテロ発生時における患者の搬送は府が行うこととなっているが、多数となると地元の消防の協力が必要。
・事態発生時には集団パニックが心配。国民保護法を知っている人も少ない。国も府もいろいろな手段でＰＲに努める必要がある。
・医療については、ＤＭＡＴ(災害医療派遣チーム)なども始まっており、新し　　い取組みについて、実施マニュアルに具体的に盛り込む必要がある。
■議題２　その他
○　資料４に基づき、計画策定に向けた今後のスケジュールについて、事務局より説明。

・今後、計画概案をパブリックコメントにかけるとともに、府議会でも議論いただく。これと並行して、国と事前協議を行う。それらの意見を踏まえ、11月頃に予定している第３回協議会で答申をいただきたい。
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